
 

 

 

 

有明台小学校 令和７年度後期の教育活動について 

教務主任 滝澤 隆幸  

１か月後には後期終業式、そして卒業証書授与式を迎える時期となりました。保護者の

皆様、地域の皆様におかれましては、今年度も有明台小学校の教育活動へのご協力とご支

援、誠にありがとうございました。 

当校では、令和７年度の学校教育ビジョンにおいて、２つの重点目標を設定し、教育活

動に取り組んで参りました。教職員組織のプロジェクト部ごとに、合わせて５つの指標を

定め、教育活動を実施しました。以下に、児童および保護者の皆様にご協力いただいたア

ンケート結果を基に、後期の評価をまとめましたのでご覧ください。 

 

 

教 育 目 標 「 高 め 合 う 子 」 

育てる資質・能力「自ら考え 挑戦する力」 

 

今年度の重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 児童の学習・生活アンケートの結果より 
（１）「自律的に学習に取り組み、学びを深める子ども」についての児童アンケートより 
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有明台小学校 学校教育ビジョンより 
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指標１「あなたは難しいことでも、分かったことやよく分からないこと、うまくいった
ことやいかなかったことを見直し、次の学習につなげようとしていますか。」における肯定
評価（している）は 58.7％でした。（前期比 8.7%△：約 17人）また、指標２「あなたは話
し合う活動を通して、自分の考えを広げたり深めたりすることができていますか。」におけ
る肯定評価（できている）は 68.4％でした。（前期比 2.6%△：約５人） 
後期評価がより高いポイントを得た一因として、校内の教職員研修を通して、「教職員の

専門性向上」に取り組んだことが挙げられます。具体的には、「子どもの学びの意欲を大切
にすること」「ICT 活用を含む多角的な支援をすること」「子どもの自己決定と自己調整学
習の基盤をつくること」です。これらを進めることで、子どもの学びにくさをキャッチし、
その解消を目指す支援が充実してきました。 
次年度も、より自律的に学ぶ子どもの姿を目指し、子どもの特性に応じた多様な学び方

の提供や本質的な教材研究に力を入れて取り組みたいと考えています。 
 
（２）「違いを認め合い、合意形成をもとに行動する子ども」についての児童アンケートより 

〔数字は（ポイント）〕 
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14 体を動かして進んで遊んだり運動したりしていますか。

13 タブレット使用のきまりを守り、１日２時間以内になるように、普段か

らメディア・コントロールを意識して生活していますか。

12 早寝早起きをして、きちんと睡眠時間をとっていますか。

11 他の学年とかかわることが楽しいと感じていますか。

10 友達のよいところや素敵なところ、がんばっていることを見付けていま

すか。

９ 友達や家族、地域の人の話を分かろうと聴いていますか。

８ 良いところやがんばっていることを認め、褒めていますか。

７ 学校の授業を楽しみにしていますか。

６ 安心して学校の授業や活動に取り組めていますか。

５ 目標達成に向け、多様な人の意見を尊重しながら対話し、みんなの意見

を生かして、活動することができましたか。（高学年）

４ 目標達成に向け、異なる立場の人の意見に耳を傾けて対話し、納得した

上で協力して活動できましたか。（中学年）

３ 友達の意見を聞き、いろいろな友達と仲よく活動することができました

か。（低学年）

２ 難しいことでも、分かったことや分からないこと、うまくいったことや

いかなかったことを見直し、次の学習につなげようとしていますか。

１ お子さんは、学習した内容を身に付けていますか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定評価は、低学年：（できた）81.8％（前期比 6.8%▼：約 10 人）、中学年：（できた）
53.4％（前期比 12.7%▼：約 6 人）、高学年：（できた）53.7％（前期比 6.9%▼：約 4 人）
でした。前期・後期評価ともに 50％を超える高いポイントを得た要因として、昨年と同様
にスタートカリキュラムでの１、６年生の交流、児童会祭り、年間を通した縦割り班活動
の充実が挙げられます。また、発達段階に応じて子どもに活動を委ねたことで、活動の企
画立案から実行まで、試行錯誤しながら友達と話し合う経験が積まれました。後期は、各
学年で様々な話し合いが行われました。異なる意見を受け入れ、折り合いをつける姿が多
く見られるようになってきました。 
次年度も、友達の多様な特性やよさを認め合い、尊重し、話し合いを通じて合意形成を

図る場面に焦点を当て、支援を行っていきたいと考えています。 

 

３ 保護者アンケートの結果より（保護者から見たお子さんの様子） 

〔数字は肯定的評価（「している」「だいたいしている」を合わせたポイント）〕 
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3

43.3

53.7

0 20 40 60 80 100

あまりできていない

だいたいできた

できた

指標５ あなたは目標達成に向け、多様な人の意見を尊重しなが
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保護者の皆様からは、概ね高い評価をいただきました。特に、学習に関する項目や人間

関係づくりに関する項目では、向上が見られました。 

メディア・コントロールについては、前期でも課題として挙げました。後期始業式では、

養護教諭が、「どうすれば目が悪くなるのを防げるか」について、具体的な指導を行い、啓

発をしました。引き続き指導を継続していきます。家庭でも話題にしていただき、子ども

たちのメディアと関わる意識を高めていきましょう。 

運動については、昨年度後期の結果と比べ、3.8％伸びが見られました。今年度もチャレ

ンジカードや検定表を配付し、なわとび運動を奨励しました。登校後や休み時間にも、縄

跳びに取り組む姿が多く見られ、冬場の運動の場や時間の確保に有効な取組となりました。 

有明台小学校では、来年度も子どもたちの実態に即した重点目標を設定し、指標を定め

て教育活動を進めて参ります。引き続き、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


